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佐渡を世界遺産に

もっと､いい社会であるために
【第4回税に関する絵はがきコンクール】
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公益社団法人佐渡法人会
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宮川佐渡税務署長

小林地域振興局長

i
.
厚
成
三
十
年
度
　
通
常
総
会
開
鳳
岳
J

.

.

_

≡

_

"

ー

ー

し

五
月
二
十
三
日
､
湖
畔
の
宿
吉
田
家
に
お
い
て
､
第
七
回
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
来
賓
に
'
佐
渡
税
務
署
長
宮
川

様
を
は
じ
め
､
佐
渡
地
域
振
興
局
長
小
林
様
､
佐
渡
税
務
署
法

人
統
括
官
景
山
様
'
佐
渡
連
合
商
工
会
長
本
間
様
'
関
東
信
越

税
理
士
会
佐
渡
支
部
長
山
本
様
､
佐
渡
間
税
会
長
松
柴
様
､
提

携
会
社
三
社
を
お
迎
え
し
､
会
員
5
1
1
名
(
う
ち
委
任
状

3
7
7
名
)
が
出
席
し
､
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
'
平
成

三
十
年
度
事
業
計
画
､
収
支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
｡
ま

た
､
平
成
二
十
九
年
度
決
算
報
告
の
審
議
が
行
わ
れ
'
全
て
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡
そ
の
後
､
来
賓
を
代
表
し

て
佐
渡
税
務
署
長
宮
川
様
と
佐
渡
地
域
振
興
局
長
小
林
様
よ
り

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
｡

総
会
終
了
後
､
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
'
六
年

連
続
受
賞
と
な
る
大
同
生
命
の
渡
会
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
｡

記
念
講
演
で
は
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
永
潰
利
磨
様
を
講
師
に

お
迎
え
L
t
　
｢
日
本
経
済
の
展
望
｣
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂
き

ま
し
た
｡
一
般
参
加
を
含
め
て
約
七
十
名
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
｡

'

　

　

　

　

総

会

記

念

講

演

　

　

　

　

‥

通
常
総
会
後
に
同
会
場
で
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で
は
､
第
一

生
命
経
済
研
究
所
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
永
漬
利
磨
氏
が
｢
中
小

企
業
が
進
む
べ
き
方
向
性
の
ヒ
ン
ト
｣
に
つ
い
て
､
解
説
し
て

平
成
三
十
年
度

.
功
労
者
表
彰
受
賞
著
名
(
敬
儒
了

頂
き
ま
し
た
｡
①
甲
信
越

の
街
角
景
気
②
経
済
見
通

し
③
生
産
活
動
④
新
潟
県

企
業
の
今
期
収
益
計
画
⑤

個
人
消
費
の
行
方
⑥
最
大

の
リ
ス
ク
は
ア
ペ
グ
ジ
ツ

ト
⑦
日
銀
出
口
の
意
識
と

為
替
⑧
来
年
後
半
の
リ
ス

ク
⑨
ア
メ
リ
カ
経
済
絶
好

調
の
死
角
あ
り
⑩
中
小
企

業
の
生
き
残
り
策
な
ど
､

軽
快
な
口
調
で
語
ら
れ
'

と
て
も
勉
強
に
な
る
講
演

と
な
り
ま
し
た
｡

【
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
状
】

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

渡
合
　
元
(
六
年
連
続
)

【
県
法
連
会
長
表
彰
状
】

理

　

　

事

　

　

山

口

　

裕

事
務
局
長
　
　
秦
　
ひ
と
み

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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平成29年度決算額･平成30年度予算額】
(単位:円)

科目 佇亥ｨｧ｢�予算額 

1.経常増減の部 �� 

(1)経常収益 �� 

基本財産運用益 鉄���500 

受取会員 �"ﾃ�#Rﾃ����1,959,000 

事業収益 涛3づc���978,600 

受取補助金等 迭ﾃ�sRﾃ����5,241,800 

雑収益 �3CRﾃ3#b�141,670 

経常収益計(A) 唐ﾃCィﾃC#b�8,321,570 

(2)経常費用 �� 

税に関する研修会事業 �3S�ﾃ#�"�350,740 

講演会事業 鼎Bﾃ#cR�417,475 

租税教育事業 都RﾃSSb�68,650 

税の広報事業 鼎srﾃ都"�456,120 

税の調査研究.提言事業 塔Bﾃ��2�93,250 

講演会.セミナー事業 田��ﾃcS��663,070 

地域の福祉.環境問題改善 ���0 

事業 

会員の充実を図る事業 塔2ﾃC#r�50,000 

会員支援.親睦.交流等に ��ﾃ���ﾃ�CB�1,136,355 

関する事業 

会員のための福利厚生事業 塔bﾃ#C��50,000 

管理費のうち事業費配賦額 �2ﾃc��ﾃ����3,675,006 

管理費 ��ﾃCc�ﾃs�R�1,450,355 

経常費用計(B) 唐ﾃ�3rﾃ�cr�8,411,021 

当期経常増減額(A-B) 鼎Crﾃ3S��△89,451 

2.経常外増減の部 �� 

(1)経常外収益 �� 

経常外収益計 ���0 

(2)経常外費用 �� 

経常外費用計 ���0 

当期経常外増減額 ���0 

当期一般正味財産増減額 鼎Crﾃ3S��△89,451 
一般正味財産期首残高 唐ﾃs3BﾃC�"�9,181,771 

一般正味財産期末残高 湯ﾃ���ﾃss��9,092,320 

正味財産期末残高 湯ﾃ���ﾃss��9,092,320 

※会計期間4月1日～3月31日

(単位:円)

【平成2 9年度貸借対照表】

科目 �9iD�7��前年度 

Ⅰ資産の部 �� 

1.流動資産 �� 

普通預金 �"ﾃ田づ����2,470,011 

定期預金 ��ﾃ#��ﾃ����1,200,000 

未収金 鉄���0 

【流動資産合計】 釘ﾃ�cづS���3,670,011 

2.固定資産 �� 

(1)基本財産 �� 

定期預金 迭ﾃ���ﾃ����5,000,000 

(2)その他の固定資産 �� 

什器備品 ���1 

電話加入権 都"ﾃ����72,800 

【固定資産合計】 迭ﾃ�s"ﾃ����5,072,80~1 

【資産合計】 湯ﾃ#C�ﾃ3���8,742,812 

Ⅱ負債の部 �� 

1.流動負債 �� 

未払金 �#RﾃSコ�0 

預り金 �32ﾃ鉄B�8,400 

【負債合計】 鉄津S3��8,400 

Ⅱ正味財産の部 �� 

【正味財産合計】 湯ﾃ���ﾃss��8,734,412 

【負債.正味財産合計】 湯ﾃ#C�ﾃ3���8,742,812 

※平成30年3月31日現在

..ii.-Ti � ヨ表)_㍗,冒.;萱芸姦至芸 
- 
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説制費らト制講たをし 
す､し度税実や改師○'て 
ーてにの施来正と佐七い 
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演篭益鷲敷既禦嘉警腰誉会
講師　板橋かずゆき+氏～THEオリオン～

サ
マ
ー
パ
ー
l
亨
-
開
催
.
.
｣

八
月
二
十
九
日
､
ホ
テ
ル
大
佐
渡
に
て
役
員
お
よ
び
提

携
会
社
三
社
と
の
協
議
会
が
行
わ
れ
､
会
員
企
業
の
福
利

厚
生
制
度
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
四
名
の
方
に
対
し
て
感

謝

状

が

贈

ら

れ

ま

し

た

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

山

　

　

l

･

-

有
限
会
社
ワ
タ
ナ
ベ
オ
ー
ト

ア
イ
マ
ー
ク
環
境
株
式
会
社

薄
根
建
設
株
式
会
社

C
r
e
a
t
i
v
e
.
S
D
株
式
会
社

渡
追
　
正
俊

後
藤
　
勇
典

佐
々
木
　
秀

土
屋
　
稔
之

表
彰
式
に
続
い
て
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
､
｢
歌
う
こ

と
は
生
き
る
こ
と
　
あ
き
ら
め
な
い
心
｣
を
テ
ー
マ
に
盲

目
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
板
橋
か
ず
ゆ
き
氏
を
は

じ
め
'
2
 
4
時
間
テ
レ
ビ
の
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
務
め
て
い
る

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
原
洋
一
氏
'
コ
ー
ラ
ス
の
井
手
真
理
氏
の

三
人
に
よ
る
ト
ー
ク
&
コ
ン
サ
ー
ト
は
､
約
1
0
0
名
の

観
客
に
感
動
と
笑
い
､
そ
し
て
､
活
力
を
与
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
｡



4(公社)佐渡法人会だより　No.38

佐渡税務署幹部等職員の状況 
(平成30年7月10日現在) 

職名 倩�kﾂ�前任 ��

署長 �-ﾈ*ｸ*�*ｸ-���駑一��関東信越国税局 調査査察部査察第一部門統括国税査察官 

総務課長 �*�.ﾘ+X-ﾈ+X/�*(+���ﾉ8y�ﾂﾒ�関東信越国税局 課税第一部課税総括課実務指導専門官 

管理運営.徴収部門 �*H*ｸ-ﾘ,ﾘ+h-��派ﾛ)Oﾈﾜb�三条税務署 

統括国税徴収宮 刳ﾇ理運営.徴収部門統括国税徴収官 

個人課税部門 �*�7�.h+X.H*ｲ�大宮税務署 

統括国税調査官 �)YI/YEb�個人課税第二部門統括国税調査官 

法人課税部門 統括国税調査官 �*�+�.(-ﾈ-�.ｸ.H*ｲ�ﾆ伜(ﾕ�b�留任 

法人課税部門 (法人会.間税会担当) 上席国税調査官 �.h+�-ｨ.�-ﾈ+�,b���g閲｢�留任 

着
任
の
ご
挨
拶

佐
渡
税
務
署

■

　

　

　

署

長

　

県

　

木

　

　

治

本
年
七
月
の
人
事
異
動
で
関
東
信
越
国
税
局
調
査
査
察
部
査
察
第
一

部
門
統
括
国
税
査
察
官
よ
り
佐
渡
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
虞

木
で
ご
ざ
い
ま
耳
宮
川
前
署
長
の
時
と
同
様
に
'
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
｡

公
益
社
団
法
人
佐
渡
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
､
日
ご
ろ
よ
り
法
人
会
活

動
を
通
じ
ま
し
て
､
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ど

協
力
を
賜
り
､
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
長
き
に
わ
た
り
'
一
貫
し
て
｢
良
き
経
営
者
の

団
体
｣
と
し
て
の
理
念
を
貫
き
'
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
道
義
の
高

揚
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
｡
東
に
は
､
そ
の
高
い
組
織
率
を
生

か
し
た
様
々
な
社
会
責
献
活
動
や
研
修
活
動
が
極
め
て
活
発
で
あ
り
租

税
教
育
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
伺
っ
て
お
り
'
大
変
心
強
く

感
ず
る
と
と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

私
は
､
佐
渡
市
相
川
の
出
身
で
'
新
潟
県
で
の
勤
務
は
､
平
成
二
十
二
年

七
月
か
ら
の
二
年
間
'
小
千
谷
署
が
あ
り
'
佐
渡
署
が
県
内
二
カ
所
目
と

な
り
ま
す
｡
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
｡

さ
て
､
税
務
を
取
り
巻
く
環
境
は
､
経
済
活
動
の
国
際
化
･
I
C
T
化
の

進
展
'
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
｡
こ
う

し
た
状
況
の
下
､
｢
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円

滑
に
実
現
す
る
｣
と
い
う
国
税
庁
の
使
命
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
'
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
お
の
ず
と
限
り
が
あ
り
'
法
人
会
の
皆
様
方
の

お
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

特
に
'
消
費
税
に
つ
き
ま
し
て
は
､
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
､
消
費

税
率
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
へ
の
引
上
げ
と
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

こ
と
か
ら
'
こ
れ
ら
の
制
度
の
着
実
な
定
着
及
び
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
､

周
知
･
広
報
等
に
一
層
の
ご
理
解
･
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
｡

終
わ
り
に
'
公
益
社
団
法
人
佐
波
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
'
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
'
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
1


